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2自己紹介

【氏名】 下根 孝章（しもね たかあき）

【肩書】 電力広域的運営推進機関 企画部 マネージャー

【自己紹介】

電力会社において、主に送配電ネットワークの系統運用・解析技術・制度企画業務に

従事。現職（広域機関）においては、2024年度から全面運開する需給調整市場

（調整力価値の取引市場）や、将来の同時市場（供給力・調整力価値の取引市

場）の制度設計を担当。東日本大震災以降、「広域系統運用」・「小売全面自由

化」・「発送電分離」といった戦後最大の電力システム改革が進むなか、これまでにない

再生可能エネルギー大量導入（主力電源化）と電力安定供給の両立といった未知

の課題に取り組む。広域機関 「需給調整市場検討小委員会」 事務局、資源エネル

ギー庁・広域機関 「同時市場の在り方等に関する検討会」 事務局、資源エネルギー

庁・広域機関 「太陽光発電における出力予測精度の向上に向けた勉強会兼連絡

会」 事務局、広域機関 「将来の運用容量等の在り方に関する作業会」 事務局、第

一種電気主任技術者、東京工業大学大学院 機械制御システム専攻 修士課程

修了（2007年）



3再エネ大量導入に対応可能な市場制度の構築

◼ 現行、我が国においてはkWh市場（スポット市場、時間前市場）とΔkW市場（需給調整市場）が分散している
市場制度を構築・運用。これまで経験してきた課題の解決と再エネ大量導入という将来的な環境変化への対応が
可能な市場制度を再構築すること（⇒同時市場の導入）が必要と考えられます。

第10回同時市場の在り方等に関する検討会
（2024年6月19日）資料3から抜粋



4（参考） 同時市場導入の意義（詳細）

第10回同時市場の在り方等に関する検討会（2024年6月19日）資料3から抜粋



5将来的な環境変化（変動性再エネの特徴）

◼ 今後、2030年度、ひいては2050年CNに向けて、変動性再エネは更に導入量が拡大することが予想され、再エネ
予測誤差の拡大に伴い、調整力必要量も増加（kWhとΔkWの取り合いが深刻化）すると考えられます。

◼ また、再エネ予測誤差は、予測が難しい（予測外しが大きい）といった特徴があり、前日での再エネ出力予測精度
向上も重要である一方、当日になれば（実需給に近づけば）自ずと予測精度が向上するといった特徴もあります。

出所）第69回電力・ガス基本政策小委員会（2024年1月22日）資料3をもとに作成
https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/069_03_00.pdf

出所）日本気象協会ホームページより抜粋
https://www.jwa.or.jp/service/energy-management/solar-power-05/

https://www.meti.go.jp/shingikai/enecho/denryoku_gas/denryoku_gas/pdf/069_03_00.pdf
https://www.jwa.or.jp/service/energy-management/solar-power-05/


6（参考） 太陽光発電における出力予測精度向上に向けた勉強会 兼 連絡会 [2023年10月30日]

◼ 三次②必要量低減に向けた一般送配電事業者の取り組みやNEDO事業における気象予測精度向上の技術
開発について、関係者で情報の共有・連携を行うとともに、有識者等の意見も確認し技術的なブラッシュアップを
行うことを目的とし、2023年10月30日に気象勉強会を開催した。

◼ 気象勉強会では、 NEDO事業の検討状況に関する報告および一般送配電事業者による信頼度階級予測を
用いた三次②必要量低減の取り組みに関する2023年度上期の導入効果等について意見交換を実施した。

◼ 三次②調達量低減に向けた取り組みの検討やNEDO事業の期間中においても技術開発に関する知見・データ等
について一般送配電事業者へ連携していくこと等を確認し、必要に応じて気象勉強会等でも確認・連携を進める
こととされた。

＜参加者＞（五十音順）

・ 大関 崇 国立研究開発法人産業技術総合研究所 再生可能エネルギー研究センター
   太陽光システムチーム 研究チーム長

・ 鈴木 靖 政策研究大学院大学 防災危機管理コース 非常勤講師防災政策研究会
 気象防災委員長

・ 新野 宏 東京大学 名誉教授 東京大学大気海洋研究所特任研究員

・ 一般財団法人日本気象協会
・ 関西電力送配電株式会社
・ 九州電力送配電株式会社
・ 気象庁
・ 資源エネルギー庁
・ 新エネルギー・産業技術総合開発機構
・ 送配電網協議会
・ 電力・ガス取引監視等委員会
・ 電力広域的運営推進機関
・ 東京電力パワーグリッド株式会社

＜議題＞

①NEDO委託事業（翌日および翌々日程度先の
 日射量予測技術の開発）の紹介
②アンサンブル予測の導入による三次②の
 必要量削減について

＜今後の対応＞
・「アンサンブル予報における信頼区間幅予測」を
用いた新たな手法での必要量の算定に関して、
TSOと広域機関が連携して検討する
・一般送配電事業者における三次②必要量低減に
向けた取り組み、およびNEDO事業における日射量
予測技術の開発を継続的に進める
・必要に応じて勉強会等でも確認・連携を進める



7同時市場の概要（１／２）

◼ 同時市場とは一言で言うとkWhとΔkWの同時最適を行う（取り合い解消を目指す）市場のことですが、仕組み上
の定義としては「実需給の1週間程度前から実需給までの一連の仕組み全体」を指しています。

◼ ここで再エネ大量導入（予測誤差の拡大）への対応としては、前日同時市場以降も入札・約定情報を引き継ぎ、
実需給に向けて都度kWhとΔkWの同時最適を繰り返す「時間前同時市場」の存在も大事になってきます。

第10回同時市場の在り方等に関する検討会
（2024年6月19日）資料3から抜粋



8同時市場の概要（２／２）

◼ 同時市場においては、kWhとΔkWを一体的に扱うことが可能であり、また時間前同時市場を効率的に設計できた
場合、時間前同時市場においても都度、同時最適の計算を行い、ΔkWを調達することが可能となります。

◼ つまり、現行制度のように、前日断面において必ずしも予測誤差全量のΔkWを確保する必要はなく、当日において
予測精度が向上する（予測誤差が小さくなる）分だけ効率的なΔkWの確保が可能になります。

◼ より分かりやすく言うと、現行制度のままでは再エネ大量導入（予測誤差の拡大）に伴い、調整力必要量も増加
（kWhとΔkWの取り合いが深刻化）し続けるところ、同時市場の導入により、これらの将来的な環境変化への
対応を可能にすることを目指しています。



9再エネに期待する役割

◼ と、ここまでは大量導入される「変動性再エネを最大限受け入れる」ための、これからの電力市場の話でした。。。
（具体的には、市場関係なく出力される（インバランスリスクがない）FIT電源等の話）

◼ 一方で、再エネが主力電源となる将来においては、既存のリソース（火力・水力等）のみでは調整力を十分に確保
できない可能性もあり、そのような将来に備えては、新規リソース（蓄電池・DR等）に加えて、「変動性再エネ自身
を調整力として最大活用」する（役割を担ってもらう）ことも重要になると考えます。
（こちらについては、市場統合されている（インバランスリスクがある）FIP電源等の話）

出所) 第72回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2022年4月12日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_72_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2022/chousei_jukyu_72_haifu.html


10変動性再エネの調整力活用

◼ 変動性再エネが調整力を供出するためには、出力予測値に対して予め出力を抑制して、上げ調整の発動指令に
対応できる状態にしておくことが考えられます（一方、予測外しにより調整力供出量が変動するのが技術的課題）。

◼ また、制度上は、優先給電ルールによる再エネ出力制御時は、対価なく変動性再エネの出力が制御されることから、
自然体で（逸失利益なしで）上げ調整が可能な状態になっており、安価な調整力として活用することが社会全体
から見ても合理的だと考えられます。

◼ そのため、これらの技術面・制度面の課題整理を進めることで、足元の需給調整市場、ならびに将来の同時市場
において変動性再エネ自身の調整力活用を可能にすることも目指しています。

出所）第50回需給調整市場検討小委員会（2024年9月10日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_50_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/2024_jukyuchousei_50_haifu.html


11

再エネ（FIT）を受け入れ

再エネ（FIP）を活用
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